
パリ DAC 通信（「パリ宣言」達成は遠い道のりか～第２回パリ宣言モニタリング調査結果） 

 

 「パリ宣言」の第２回モニタリング調査結果が判明しました。 

 

■公共財政管理システム、技術協力の調和化、アンタイド化の３つの指標では大きな進展 

第２回モニタリング調査結果によると、１２の指標のうち、被援助国の公共財政管理システムの改善

（指標２a）、技術協力の調和化（指標４）、援助のアンタイド化（指標８）においては大きな進展が見られ、

特に技術協力の調和化は２０１０年の目標値を早々と達成しました。 

 

■その他の指標では進捗は遅く、危ぶまれる２０１０年までの達成 

一方で、実施可能な開発戦略の有無（指標１）、被援助国のシステムの活用（指標５）、合同ミッション・

分析の実施（指標１０）、実績評価枠組の有無（指標１１）などでは、第１回調査から比較すると僅かな進

捗しか見られず、また２０１０年目標を大きく下回る結果となりました。さらにプログラムベースアプロー

チに基づき供与される援助の割合（指標９）、相互評価の実施（指標１２）については、第１回調査から

後退、もしくは進展がない結果となっており、これらの指標の２０１０年目標の達成が危ぶまれます。 

 

パリ宣言のモニタリング結果と２０１０年目標 

指標 指標の概要 第１回結果 第２回結果 ２０１０年目標 

１ 実施可能な開発戦略の有無 １７％ ２４％ ７５％ 

２ 公共財政管理システムの改善 ＮＡ ３６％ ５０％ 

３ 援助フローの国家予算化 ４２％ ４９％ ８５％ 

４ 技術協力の調和化 ４８％ ５９％ ５０％ 

５a 公共財政管理システムの活用 ４０％ ４３％ ６０％ 

５b 調達システムの活用 ３９％ ４２％ ８０％ 

６ 並行プロジェクト実施ユニットの削減 １８３２ １４０７ ６１１ 

７ 援助の予測可能性 ４１％ ４５％ ７１％ 

８ 援助のアンタイド化 ７５％ ８３％ 増大 

９ プログラムベースアプローチの援助 ４３％ ４２％ ６６％ 

１０ 合同ミッション、分析の実施 １８％、４２％ ２０％、４４％ ４０％、６６％ 

１１ 実績評価枠組の有無 ７％ ９％ ３８％ 

１２ 相互評価の実施 ２２％ ２２％ １００％ 

 

■１２指標だけで測定できない援助効果向上の取組 

このような中、１２の指標はパリ宣言による取組の一部のみを指標化しただけであり、あくまでも参照値

であること、また各国の事情は異なり、それぞれの事情に合わせた援助効果向上の取組が必要である

ことが認識されてきています。また、モニタリング指標自体は、各国におけるドナーと被援助国政府に

よる援助効果の対話促進に貢献している点なども指摘されています。 

 

第２回モニタリング調査結果は９月に開催される援助効果向上アクラハイレベルフォーラム会合に提

出され、今後の援助効果向上の取り組みを議論する際の重要な参考とされる予定です。 


